
 

 

 富山市立図書館・富山八雲会公開セミナー 

『怪談』と小泉セツ・八雲夫妻 

 ～再話がつむぐ「ばけばけ」の物語～ 
NHK朝ドラ「ばけばけ」モデルの小泉セツ・八雲夫妻 

の実像を知り、ドラマと歴史への理解を深めましょう。 
 

日 時 令和7年12月14日（日） 14：00 ～ 

      場 所 富山市立図書館本館 2Fロビー 

 

     次  第       （敬称略）                   

14:00~ はじめに 朗読 

    小泉セツ「思い出の記」から  
 

14:15～ ご紹介 

セツと八雲の生涯の歩み 
     

14:45～ 実演 

英語・日本語 紙芝居「ムジナ」 
       

15:00～ フォーラム 

   「ばけばけ」セツ・八雲夫妻 
そして「ヘルン文庫」へ 

 

15:30    閉会 

共催 富山市立図書館交流行事運営委員会 富山八雲会  

 

馬場はる 

富山の若者のた

め、旧制富山高校

とヘルン文庫を

富山県に寄付。 

 

田部隆次 

八雲の愛弟子、伝

記・全集を発刊。

蔵書の受入先確

保に尽力した。 

南日恒太郎 

旧制富山高校初代

校長、｢知の泉｣ヘル

ン文庫を誘致、民主

的な教育を推進。 

小泉セツ 

夫が遺した貴重

な蔵書の安全な

受入先を探した。 

ヘルン文庫が富山に来て 101年  

 ヘルン文庫に託した思い 

 

 

 月例会 ハーン著書の輪読など 

 

 公開セミナー  など（６月） 

 

  秋のセミナー (馬場記念公園など） 

 

富山八雲会は、こんな活動に取り組

んでいます。お気軽にご参加ください。 

  ハーン関係書籍の出版活動 

夫妻と長男一雄  

ハーンの日本関係書籍と『神國日本』手書き原稿  
（富山大学中央図書館ヘルン文庫所蔵） 

松江 

 

再話とは、原話を

再構成し新たな物

語に創作すること 

 

You are the sweetest 
little woman in the 
whole world.     

Webページ 



 

ギリシャ 
 レフカダ他 

アイルランド 

 ダブリン他 

アメリカ 
シンシナティ 

フランス 

イギリス 

ニューオーリンズ 

マルティニーク 

日本 
横浜 

松江 

熊本 

神戸 

東京 

 

小
泉
八
雲
（
ハ
ー
ン
）
は
ど
ん
な
人
？ 

 

怪
談
や
評
論
、
随
筆
な
ど
で
世
界
に
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

没
落
か
ら
の
放
浪
、読
書
と
執
筆
に
よ

り
名
声
を
得
る 

 

ギ
リ
シ
ア
か
ら
英
国
へ
ア
メ
リ
カ
へ 

 

１
８
５
０
年
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
フ
カ
ダ
島
で
、
ギ

リ
シ
ャ
豪
族
の
娘
と
、
イ
ギ
リ
ス
占
領
軍
医
の
父

の
間
に
生
ま
れ
、
２
歳
の
時
、
父
の
故
郷
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
へ
来
ま
し
た
。
４
歳
の
時
、
母
は
宗
教
な

ど
様
々
な
理
由
か
ら
ギ
リ
シ
ア
へ
帰
り
、
７
歳
の

時
、
父
が
英
国
法
に
よ
り
占
領
地
で
の
結
婚
無
効

を
申
し
立
て
母
を
離
縁
。
大
叔
母
に
預
け
ら
れ
ま

す
。
11
歳
で
フ
ラ
ン
ス
教
会
学
校
、
13
歳
で
英

国
神
学
校
に
入
学
、
16
歳
で
左
目
を
失
明
し
、

17
歳
の
時
に
大
叔
母
の
破
産
で
学
校
を
中
退
し

ま
し
た
。 

19
歳
で
ア
メ
リ
カ
へ
移
民
し
、
極
貧
の
中
で

図
書
館
で
勉
強
し
、
新
聞
記
者
に
な
り
ま
し
た
。

混
血
女
性
と
の
結
婚
が
州
法
違
反
と
な
り
解
雇
さ

れ
、
別
の
新
聞
社
に
移
り
ま
す
が
、
離
婚
し
ま
す
。

西
イ
ン
ド
諸
島
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
で
２
年
間
に

数
冊
の
本
を
出
版
し
ま
し
た
。 

 

１
８
９
０
年 

四
十
歳
で
来
日 

 
 

ハ
ー
ン
は
、
以
前
か
ら
関
心
が
あ
っ
た
日
本

に
、
旅
行
案
内
執
筆
の
た
め
渡
日
し
ま
し
た
が
、

契
約
内
容
へ
の
不
満
か
ら
辞
め
ま
す
。
文
部
省
高

官
の
紹
介
で
、
松
江
に
赴
き
、
中
学
校
と
師
範
学

校
で
英
語
を
教
え
ま
し
た
。 

 

身
の
周
り
の
世
話
を
し
た
旧
士
族
の
娘
小
泉

セ
ツ
と
結
婚
。
セ
ツ
に
日
本
の
物
語
を
語
っ
て
も

ら
い
作
品
を
執
筆
し
ま
し
た
。
松
江
に
は
１
年

少
々
暮
ら
し
ま
し
た
が
、
冬
の
寒
さ
に
堪
え
ら
れ

ず
、
セ
ツ
の
大
家
族
と
と
も
に
熊
本
第
五
高
等
中

学
校
に
移
住
し
ま
し
た
。
ハ
ー
ン
は
、
熊
本
が
西

南
戦
争
以
降
、
近
代
化
に
よ
り
日
本
の
よ
さ
を
失

っ
た
こ
と
に
大
き
な
懸
念
を
感
じ
ま
す
。
３
年
後
、

神
戸
の
英
字
新
聞
社
に
１
年
間
勤
め
ま
す
が
、外
国

人
社
会
の
日
本
人
蔑
視
が
嫌
い
だ
っ
た
と
言
い
ま

す
。 

 
日
本
人 

小
泉
八
雲
と
な
る 

 

当
時
の
英
国
法
で
は
、
妻
の
セ
ツ
や
子
ど
も
ら

へ
の
財
産
相
続
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、ハ
ー
ン
は

日
本
人
に
帰
化
し
小
泉
八
雲
と
な
り
ま
す
。
八
雲

の
名
は
『
古
事
記
』
の
和
歌
か
ら
と
り
ま
し
た
。 

 

東
京
帝
国
大
学
で
７
年
間,

英
文
学
を
講
義
、
多

く
の
人
材
を
育
て
ま
し
た
。 

 

１
９
０
４
年
、
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
）

へ
移
り
、
心
臓
病
で
54
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。 

 

異
文
化
へ
の
理
解
と
尊
重 

 

ハ
ー
ン
の
著
作
に
は
、
日
本
の
文
化
へ
の
深
い
洞

察
が
あ
り
、
異
な
る
存
在
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
が

貫
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
世
界
で
は
、
異
文
化
や
他
者
を
排
す
る

こ
と
に
よ
る
不
幸
な
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
異

文
化
を
尊
重
す
る
重
要
性
を
、世
界
に
発
信
し
て
き

た
ハ
ー
ン
の
言
葉
は
、優
れ
て
現
代
的
な
課
題
を
示

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

ハーンのさすらう生涯 話
の
宝
箱 

セ
ツ
の
「
英
語
覚
え
書
帳
」 

ア
エ
・
ハ
ブ
・
エ
テ
ン
・
プ
レ
ン
テ
「
私
た
く

さ
ん
た
べ
ま
し
た
」I h

ave eaten
 plen

ty. 

ア
ー
ラ
・
ユ
ウ
・
ハ
ン
グ
レ
「
貴
君
く
う
ふ
く

で
す
か
」A

re y
ou

 h
u
n
gry

? 
ピ
レ
ー
テ
「
き
れ
い
」 pretty 

 

八
雲
が
セ
ツ
に
言
っ
た
言
葉 

ユ
オ
・
ア
ー
ラ
・
デ
ー
・
ス
エ
テ
ー
シ
タ
・
レ

ト
ル
・
オ
メ
ン
・
エ
ン
・
デ
ー
・
ホ
ー
ラ
・
ワ

ラ
ー
ダ 

（
英
文
は
、
表
紙
    
に
あ
り
ま
す
） 

 

怪
談―

セ
ツ
と
八
雲
に
よ
る
再
話
文
学 

 

八
雲
は
、
セ
ツ
に
、
自
分
の
言
葉
で
、
怪
談

を
語
る
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。
二
人
の
合
作
で

あ
り
、
日
本
の
昔
話
に
、
西
洋
的
な
要
素
が
入

っ
て
い
ま
す
。 

 ｢

雪
女
」
の
西
洋
と
日
本
の
要
素 

 

「
雪
女
」
は
、
日
本
の
昔
話
に
、
西
洋
の
「
宿

命
の
女
」
フ
ァ
ム
フ
ァ
タ
ー
ル
の
凄
み
と
、
日

本
的
な
母
性
を
加
え
た
創
作
。
日
本
に
翻
訳
さ

れ
「
日
本
昔
話
」
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。 

 ｢

稲
村
の
火
」
津
波
防
災
の
物
語 

 

ハ
ー
ン
は
、
１
８
５
４
年
の
安
政
南
海
地
震

で
の
津
波
の
際
に
、
現
・
和
歌
山
県
広
川
町
の

海
岸
の
住
民
を
助
け
る
た
め
、
高
台
の
稲
村
に

火
を
放
ち
、
避
難
さ
せ
た
庄
屋
梧
陵
の
実
話
を

「
生
き
神
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
は
世
界
語
と
な
り
、 

翻
訳
さ
れ
「
稲
村
の
火
」
と
し
て
、
小
学
校
の

教
科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

小
泉
セ
ツ
は
ど
ん
な
人
？ 

 
 

お
話
が
好
き
で
八
雲
に
物
語
り
、
創
作
に
加
わ
っ
た 

没
落
士
族
へ
の
差
別
と
偏
見
か
ら
、 

東
京
帝
大
講
師
夫
人
へ 

  

１
８
６
８
年
、
明
治
維
新
の
年
に
、
松
江
の
上

級
武
士
小
泉
家
に
生
ま
れ
、
生
後
７
日
で
、
稲
垣

家
の
養
女
と
な
っ
た
。
家
は
没
落
し
、
11
歳
か
ら

機
織
り
を
し
て
家
計
を
支
え
た
。 

19
歳
で
婿
養
子
を
迎
え
る
が
貧
困
の
た
め
夫
は
出

奔
。
セ
ツ
は
大
阪
に
会
い
に
行
く
が
、
拒
絶
さ
れ
自
殺

を
考
え
る
。
離
婚
し
小
泉
姓
に
戻
る
。 

 

22
歳
で
、
ハ
ー
ン
の
身
の
周
り
の
世
話
を
す
る
。

新
聞
に
妾
と
書
か
れ
ハ
ー
ン
は
激
怒
。
23
歳
で
、
ハ

ー
ン
や
養
父
母
ら
と
と
も
に
熊
本
へ
。
25
歳
で
長

男
・
一
雄
誕
生
。
27
歳
ハ
ー
ン
の
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル

社
転
職
と
と
も
に
神
戸
へ
。
28
歳
ハ
ー
ン
が
帝
国
大

学
文
科
大
学
講
師
と
と
も
に
東
京
へ
。
29
歳 

次
男
・

巖
誕
生
。
31
歳
、
三
男
・
清
誕
生
。
35
歳
、
長

女
・
壽
々
子
誕
生
。
ハ
ー
ン
東
京
帝
大
を
解
雇
。 

36
歳
、
ハ
ー
ン 

早
稲
田
大
学
講
師
に
就
任
後
、
９

月
に
死
去
。 

そ
の
後
、
ハ
ー
ン
の
愛
弟
子
だ
っ
た
田
部
隆
次
が
、

小
泉
八
雲
の
伝
記
や
全
集
を
出
版
。
米
国
と
の
手
紙
な

ど
も
取
り
持
っ
た
。
55
歳
、
ハ
ー
ン
蔵
書
の
旧
制
富

山
高
等
学
校
購
入
を
了
承
。
69
歳
、
死
去 

 セ
ツ
さ
ん
の
ヘ
ル
ン
さ
ん
言
葉
の
手
紙 

シ
ン
セ
ツ
ノ
パ
パ
サ
マ
、
セ
カ
イ
イ
チ
バ
ン
ノ
、

パ
パ
サ
マ
、
ア
ナ
タ
ノ
、
カ
ラ
ダ
、
ダ
イ
ジ
ョ
ウ

ブ
、
デ
ス
カ
、
ス
コ
シ
モ
、
ビ
ョ
ウ
キ
、
ア
リ
マ

セ
ヌ
カ
、
タ
ベ
モ
ノ
、
オ
ツ
カ
レ
、
ア
リ
マ
セ
ヌ

カ…
 

 

八雲のハンコ 


